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原子炉廃止措置研究開発センター及び高速増殖炉研究開発センターの 

平成 24 年度年間保守運営実績について 

 

 

原子炉廃止措置研究開発センター（以下、「ふげん」）及び高速増殖炉研究開発センタ

ー（以下、「もんじゅ」）の平成24年度の保守運営実績を、以下のとおり取りまとめまし

たので、お知らせいたします。 

記 

 
Ⅰ．原子炉廃止措置研究開発センターの廃止措置作業実績 
  廃止措置中の「ふげん」は、主に以下の作業を実施しました。 

１．廃止措置作業実績 

（１）主要施設・設備の解体撤去工事（別紙－1,2参照） 

①原子炉冷却系統施設解体撤去工事 

a－１）復水器等の解体撤去工事 

   タービン建屋の管理区域に設置されている復水器本体のうち、Ｂ号機本体の中部胴

及びＡ号機内部構造物の一部について解体撤去しました。 

   また、発生した解体撤去物については、運搬が容易な大きさに切断し、タービン建

屋地上１階及び地下２階に一時保管（仮置き）しました。 

 

  a－２）タービン補機冷却水ポンプ等の解体工事 

     タービン建屋の非管理区域の地下１階及び地下２階に設置されているタービン補

機冷却水ポンプ、タービン補機冷却系海水ポンプ、密封油処理装置、水素ガス乾燥器

及び配管類等を解体しました。 

 

（２）主要設備・機器における核燃料物質又は核燃料物質によって汚染された物による汚染

の除去工事（別紙－1参照） 

①重水系・ヘリウム系等の汚染の除去工事 

重水系・ヘリウム系等の設備・機器等の解体撤去工事に先立ち、被ばく低減化を図る観点

から、系統内の残留重水回収、トリチウム除去を実施しました。 

ａ）残留重水回収及びトリチウム除去工事 

a-1）原子炉建屋機器の残留重水回収 

原子炉建屋に配置されている重水系・へリウム系の機器・配管の一部（カランドリ

アタンク等に接続されている計装機器・配管等）について、切断等により系統を開放



 

して、系統内の残留重水を回収しています。 

a-2）原子炉補助建屋機器のトリチウム除去工事 

原子炉補助建屋地上１階の重水浄化系室に配置されている機器・配管について、系

統内のトリチウムを除去しています。 

a-3）原子炉建屋機器のトリチウム除去 

ｲ）カランドリアタンク等の常温通気乾燥によるトリチウム除去 

原子炉建屋内に設置されているカランドリアタンクを含む重水系・ヘリウム系等

について、トリチウム除去（常温通気乾燥）を実施しています。 

ﾛ）遮へい冷却水の抜出し等作業 

カランドリアタンク等のトリチウム除去として、常温通気乾燥後に予定している

真空乾燥に当たっては、当該タンクを覆っている鉄水遮へい体中の冷却水（六価ク

ロム含有水）の圧力を除去するため遮へい冷却水の一部を抜き出し、冷却水中の六

価クロムの無害化処理作業を実施しました。 

 

２．事故・故障等 

（１）法律に基づく報告事象及び安全協定に基づく異常事象 

   な し 

 

（２）安全協定に基づく異常事象に該当しない軽微な事象 
 

発生日 
事象発生時 

運転状況 
事象概要 影響等 

H24.7.6 廃止措置中 
放射線業務従事者の健康診断の受診項目の不足に

ついて 
－ 

H25.3.8 廃止措置中 主排気筒トリチウムモニタの指示変動について － 

 

３．使用済燃料等輸送実績 

（１）使用済燃料輸送（搬出）実績（別紙－1 参照） 

   な し 

 

（２）重水の搬出実績（別紙－1参照） 

   な し 

 

（３）低レベル放射性廃棄物輸送（搬出）実績 

   な し 

 

 

 



 

Ⅱ．もんじゅの保守運営実績 

１．設備保守等実績 

（１）平成 22・23 年度設備点検（1 次系・2次系等）（別紙－3参照） 

   平成 22 年 10 月 1 日から平成 24 年 7 月 31 日まで設備・機器の保安確認のため、保全

計画に従い、「平成 22・23 年度設備点検（1 次系・2次系等）」を実施しました。 

   本設備点検では、燃料取扱設備、1次・2 次冷却系設備のポンプ軸封部の分解点検、制

御棒駆動機構駆動部、非常用ディーゼル発電機設備のディーゼル機関の分解点検等を実

施し、健全性を確認しました。 

 

（２）炉内中継装置引抜き・復旧工事（別紙－3参照） 

   平成 22 年 8 月 26 日に発生した炉内中継装置の落下について、24 年度は、原子炉機器

輸送ケーシングの落下原因を踏まえた改造を行い、新たに製作した炉内中継装置を原子

炉容器内に据付けた状態での機能確認を行い、平成 24 年 6 月 21 日、国による使用前検

査（機能確認）を受け、燃料交換が正常に行えることを確認しました。 

機能確認後に実施してきた炉内中継装置の機能確認後の後片付け作業における炉内中

継装置のナトリウム洗浄後の外観確認や作動確認など全ての作業が終了し、平成 24 年 8

月 8日、炉内中継装置の落下に係る復旧が完了し、正常な状態に復帰しました。 

 

（３）設備保全対策（別紙－3 参照） 

   平成24年4月2日から、停止している原子炉施設の安全確保のために必要な機器・設備

について、設備保全対策を実施しています。 

今回の設備保全対策で、2次冷却系設備、補助冷却設備、原子炉補機冷却水系設備、原

子炉補機冷却海水系設備、放射性廃棄物処理設備、換気空調設備、所内電源供給設備、

ディーゼル発電設備等の点検を実施しています。引き続き、25年度も実施します。 

 

（４）モニタリングポスト更新工事 

平成24年4月2日から平成25年2月13日の期間で老朽化しているモニタリングポストに

ついて、設備の信頼性向上を目的に、更新工事を実施しました。 

 

（５）港湾内のしゅんせつ 

   平成 24 年 6 月 25 日から 10 月 26 日の期間で取水機能の確保のため、しゅんせつを実

施しました。 

 

２．福島第一原子力発電所事故を踏まえた安全性向上対策工事実績 
 

工事件名 工事概要 

電源接続盤の設置

工事 

非常用ディーゼル発電機代替設備の電源を、プラントに速やかに接

続することを可能とするため、電源接続盤を設置しました。 

（平成 24 年 5 月完了） 

水素爆発防止対策

用排気口据付工事 

（シビアアクシデ

ント対策） 

「もんじゅ」においては、水素が発生し蓄積する可能性は極めて小

さいが、更なる信頼性向上のために水素爆発防止対策用排気口据付

工事を実施しました。（平成 24 年 8 月完了） 



 

３．事故・故障等 

（１）法律に基づく報告事象及び安全協定に基づく異常事象 

   な し 

 

（２）安全協定に基づく異常事象に該当しない軽微な事象 
 

発生日 
事象発生時 

運転状況 
事象概要 影響等 

H24.7.30 建設中 

ナトリウム漏えい警報の発報に伴う確認のための

運転上の制限の逸脱及び復帰について（漏えいな

し） 

－ 

H24.10.1 建設中 
点検作業中における計画外の「原子炉トリップパー

シャル作動」警報発報について 
－ 

H24.12.12 建設中 電気・計測制御設備の保守管理上の不備について － 

 

４．新燃料等輸送実績 

（１）新燃料輸送（受け入れ）実績 

   な し 

 

（２）使用済燃料輸送（搬出）実績 

   な し 

 

（３）低レベル放射性廃棄物輸送（搬出）実績 

   な し 

以 上 



廃止措置計画における各期間

年度

作業項目 月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

１． 年間廃止措置作業

(1) 使用済燃料の搬出

(2) 重水の搬出

① 重水搬出
② 重水前処理確認試験

③

(3) 主要施設・設備の解体撤去工事

① 原子炉冷却系統施設解体撤去工事

ａ） タービン設備等の機器の解体撤去

ａ‐1）復水器等の解体撤去工事

ａ‐2）タービン補機冷却水ポンプ等の解体工事

(4)

① 重水系・ヘリウム系等の汚染の除去工事

ａ） 残留重水回収及びトリチウム除去工事

ａ‐1）原子炉建屋機器の残留重水回収

ａ‐2）原子炉補助建屋機器のトリチウム除去

ａ-3）原子炉建屋機器のトリチウム除去

イ）カランドリアタンク等の常温通気乾燥によるトリチウム除去

ロ）遮へい冷却水の抜出し等作業

使用済燃料搬出期間

平成24年度(2012年度)

備考

主要設備・機器における核燃料物質又は核燃料物質によって汚染された物による
汚染の除去工事（除染試験を含む）

重水搬出準備作業

別紙-1 原子炉廃止措置研究開発センター年間廃止措置作業実績

；計画 ；実績



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

別紙－２ 平成 24 年度原子炉廃止措置研究開発センター解体撤去工事及び汚染の除去工事範囲 

非常用炉心冷却系

発電機

復水器

復水貯蔵タンク 

蒸気放出プール

制御棒 

原子炉格納容器

使用済燃料 

貯蔵プール 
プール水 

冷却・浄化系 

原子炉補機冷却海水系 

燃料交換機 

海水 

主蒸気管及びタービン主要弁 

（H20年度済） 

海水 
原子炉 

重水循環ポンプ

タービン設備 

第３給水加熱器 

(H20 年度済) 

第４給水加熱器 

（H20 年度済） 

タービン建屋 

（原子炉建屋） 

原子炉補助建屋 

原子炉補助建屋 

排気筒 

H24年度解体撤去工事範囲  

H24年度汚染の除去工事範囲  

：

：

第５給水加熱器 

（H21 年度済） 

B 復水器中部胴及び 

周辺機器・配管類 

ヘリウム 
浄化系 

重水浄化系 

重水系・ヘリウム系 



4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

＊4　停止している原子炉施設の安全確保のために必要な機器・設備について、点検を実施している。引き続き、25年度も設備維持のための点検を実施する。

        　別紙－３　もんじゅの工事（試験）工程表（平成２４年度）□：計画　■：実績

平成２５年平成２４年

＊1　性能試験等の工程は、政府における原子力・エネルギー政策の見直しの議論の方向性を踏まえて見直すこととした。

試験運転等＊1

主要工程

＊2　Ｈ２２・２３年度設備点検は、平成23年12月に発生した後備炉停止棒駆動機構の動作不調に係る点検を実施したため、平成24年7月31日に終了した。

＊3　平成24年6月21日、新たに製作した炉内中継装置で国による検査（機能確認）を受け燃料交換が正常に行われることを確認し、8月8日に炉内中継装置に
　　　係る復旧が完了した。

性 能 試 験

項 目

年

月

Ｈ２２・２３年度設備点検(１次系・２次系等)＊2

炉内中継装置復旧工事＊3

設備保全対策＊4

▼7/31終了

▼8/8終了

（平成22年10月1日～平成24年7月31日）

（平成23年2月21日～平成24年8月8日）

（平成24年4月2日～ ）



独立行政法人日本原子力研究開発機構

項目 平成23年度 平成24年度 平成25年度

そ
の
他
設
備

面
の
対
策

項目 平成23年度 平成24年度 平成25年度

より厳しい条件を想定した訓練の実施

緊急時対応体制の強化

もんじゅ支援体制の強化

通信の強化（衛星ＬＡＮ化）

福島事故を反映した防災訓練

マニュアルの整備

衛星電話の屋外アンテナ等の電源確保

協力会社による支援体制構築の検討

対策内容

対策内容

高線量対応防護服の配備

水素爆発防止対策

がれき撤去用の重機の配備

ｼﾋﾞｱｱｸｼﾃﾞﾝﾄ対応に伴う電源配備

 耐震サポート及び屋外タンク基礎ボルトの点検

通信手段の確保

福島第一原子力発電所事故を踏まえた安全性向上対策の実施状況

　　

ソ
フ
ト
面
等
の
安
全
対
策

電
源
の
確
保

冷
却
機
能

の
確
保

浸
水
対
策

の
取
組
み

シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト

対
策

電源車の配備

新規電源車の配備

空冷電源設備の設置

海水ポンプ代替ポンプの配備

海水ポンプ予備電動機の配備

保温材パッケージ化

海水浸入経路の止水対策

防水壁の補強

現場情報を盛り込んだマニュアル
の整備

Ｈ23.3配備済

Ｈ23.8配備済

Ｈ24.2ポンプ配備済

Ｈ24.2ポンプ設置人員体制の運用開始

Ｈ24.3実施済

Ｈ24.3実施済

Ｈ23.10実施済

Ｈ23.7配備済

Ｈ23.11タングステン入り高線量防護服配備済

Ｈ24.8排気口設置工事実施済

Ｈ23.12ホイルローダ及び運転体制の運用開始

Ｈ23.8配備済

Ｈ24.4メーカを入れた非常時対応体制構築済

Ｈ23.12実施済

Ｈ25.3設置済

Ｈ24.8実施済

Ｈ23.12瓦礫の処理要員確保済

Ｈ24.2補機冷却海水代替ポンプ代替ポンプ設置要員の確保済

Ｈ24.12実施済

Ｈ25.2実施済

Ｈ25.2 実施済

Ｈ24.12整備済

Ｈ24.12実施済

Ｈ24.12整備済

Ｈ25.3設置済

Ｈ25年３月末

Ｈ25年３月末

※継続的に実施

参考資料


